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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

倉
敷
市
立
倉
敷
西
小
学
校
３
年　

繪
面　
　

彩

︱
絵
の
説
明
︱　

わ
た
し
は
、
牛
に
ゅ
う
が
す
き
で
す
。
だ
か
ら
牛
に
ゅ
う
を
作
っ
て
る
牛
に
金
メ
ダ
ル

を
あ
げ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



上
期
実
績
の
報
告
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
全
国
の
上
期
生
乳
生
産
は
、

需
給
均
衡
対
策
に
よ
り
99
・
９
％
台
と
や

や
減
産
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
在
庫
は
、
依
然

過
剰
な
状
態
が
恒
常
化
し
て
お
り
、
11
月

か
ら
飲
用
向
け
乳
価
は
値
上
が
り
す
る
も

の
の
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
、
学
校
給
食
牛

乳
の
供
給
が
停
止
と
な
る
年
末
年
始
・
年

度
末
の
需
給
状
況
は
、
昨
年
以
上
に
緩
和

す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
処
理
不
可
能
乳

が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
る
と
見
通
し
て

い
ま
す
。

　

配
合
飼
料
価
格
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

円
安
の
影
響
を
受
け
急
騰
し
、
輸
入
粗
飼

料
も
４
年
度
産
の
価
格
が
大
き
く
値
上
が

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
手
畜
産
会
社

の
倒
産
を
機
に
Ｆ
１
・
ホ
ル
雄
仔
牛
価
格

は
大
幅
に
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
の
生
乳
生
産
は
、
上
期
５
戸
の

廃
業
に
も
係
わ
ら
ず
、
生
乳
生
産
は
前
年

比
98
・
１
％
計
画
比
１
０
１
・
０
％
で
堅

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

今
夏
は
７
月
か
ら
の
酷
暑
の
影
響
で
、

８
月
の
乳
量
は
大
き
く
減
少
し
、
９
月
以

降
徐
々
に
回
復
し
た
も
の
の
、
前
年
に
比

べ
生
乳
生
産
は
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

下
期
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
乳
質
改
善

に
取
り
組
み
、
今
年
度
事
業
計
画

　

○
生
乳
生
産
量　
　

９
５
，０
０
０
ｔ

　

○
購
買
取
扱
数
量　

６
４
，５
０
０
ｔ

　

○
流
通
取
扱
数
量　
　

８
，７
０
０
頭

の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
に
上
期
の
事
業
実
績
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．販
売
事
業

　

生
乳
取
扱
計
画
数
量
は
、
９
５
，

０
０
０
ｔ
に
対
し
、
上
期
実
績
は
４
７
，

９
５
７
ｔ
（
進
捗
率
50
・
５
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

生
乳
販
売
高
は
、
補
給
金
を
含
め
56
億

６
，３
５
５
万
円
で
し
た
。
基
本
乳
価
は

昨
年
上
期
と
比
較
し
て
０
・
21
円
増
と
な

り
ま
し
た
。
年
間
利
益
計
画
３
億
５
，９

０
２
万
円
に
対
し
、
１
億
９
，２
１
８
万

円
（
計
画
比
53
・
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

２
．購
買
事
業

　

購
買
取
扱
計
画
数
量
は
、
６
４
，５
０

０
ｔ
、
供
給
高
44
億
３
，４
９
０
万
円
に

対
し
、
上
期
実
績
は
数
量
で
３
１
，
４
７

５
ｔ
（
計
画
比
48
・
８
％
）
と
減
少
し
ま

し
た
が
、
供
給
高
は
飼
料
価
格
高
騰
の
た

め
24
億
２
，９
６
９
万
円
（
計
画
比
54
・

８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
益
は
年
間
計
画
の
９
，４
０
０
万
円

令和４年度上期事業実績
（単位：円、※は税引前当期利益）

収　　益 費　　用 利　　益 損益年間計画 計画比（％）

販 売 事 業 542,819,426 350,637,526 192,181,900 359,019,000 53.5

購 買 事 業 2,486,384,532 2,436,466,417 49,918,115 94,000,000 53.1

乳 牛 流 通 事 業 1,092,043,533 1,078,543,933 13,499,600 25,460,000 53.0

育 成 牧 場 事 業 8,458,085 8,057,662 400,423 507,000 79.0

生 産 支 援 事 業 28,996,858 28,195,081 801,777 △ 2,600,000 △ 30.8

酪 農 ヘ ル パ ー 事 業 46,469,850 46,419,383 50,467 248,000 20.3

改 良 登 録 事 業 4,046,609 2,660,264 1,386,345 2,570,000 53.9

凍 結 精 液 事 業 41,095,430 38,323,211 2,772,219 7,000,000 39.6

牛 群 検 定 事 業 15,310,650 14,238,319 1,072,331 2,292,000 46.8

診 療 事 業 57,709,853 48,049,955 9,659,898 23,900,000 40.4

受 精 卵 移 植 事 業 26,029,575 23,770,950 2,258,625 3,980,000 56.7

事 業 管 理 費 250,610,238 △ 250,610,238 △ 511,201,400 49.0

そ の 他 33,165,642 195,072,712 △ 161,907,070 21,150,000 △ 765.5

合　　　計 4,382,530,043 4,521,045,651 ※△ 138,515,608 ※ 26,324,600 △ 526.2
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に
対
し
、
４
，９
９
２
万
円
（
計
画
比

53
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．流
通
・
育
成
牧
場
事
業

　

流
通
取
扱
計
画
頭
数
は
８
，７
０
０

頭
、
金
額
で
20
億
７
，１
１
６
万
円
に
対

し
、
頭
数
で
４
，３
９
６
頭
（
計
画
比

50
・
５
％
）、
金
額
で
10
億
８
，５
９
６
万

円
（
計
画
比
52
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
利
益
計
画
２
，５
４
６
万
円
に
対
し

１
，３
５
０
万
円（
計
画
比
53
・
０
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

育
成
牧
場
事
業
は
、
年
間
利
益
計
画
の

51
万
円
に
対
し
、
40
万
円
（
計
画
比
79
・

０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．生
産
支
援
事
業

　

生
産
支
援
事
業
収
入
の
主
体
は
、
戸
数

割
・
乳
量
割
賦
課
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
営
農
改
善
事
業
収
入
を
含
め
た
上
期
収

入
合
計
は
、
２
，９
０
０
万
円
（
計
画
比

39
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
と
し
て
は
、
各
活
動
組
織
へ
の

助
成
や
負
担
金
な
ど
の
組
織
活
動
費
が

４
９
０
万
円
（
計
画
比
54
・
５
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

営
農
改
善
事
業
費
は
２
，３
１
８
万

円
、
う
ち
乳
質
改
善
費
６
９
２
万
円
、
自

家
生
産
牛
助
成
７
４
６
万
円
、
搾
乳
牛
更

新
対
策
費
２
８
４
万
円
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業

対
策
費
３
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

費
用
合
計
は
、
２
，８
２
０
万
円
（
計

画
比
37
・
３
％
）
な
り
、
上
期
の
収
支
差

額
は
80
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

５
．酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

利
用
組
合
員
は
１
５
３
戸
、
総
利
用
日

数
は
２
，３
６
７
・
５
日
で
一
戸
平
均
15
・

５
日
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
任
ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
17
名
で
、
一
名

平
均
１
２
５
・
９
日
の
出
役
日
数
と
な
り

ま
し
た
。
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
職
員
11
名
の
出

役
日
数
は
総
利
用
日
数
の
９
・
９
％
に
当

た
る
２
３
４
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
期
収
支
は
５
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り

ま
し
た
。

６
．牛
群
検
定
事
業

　

牛
群
検
定
は
、
月
平
均
１
２
９
・
３
戸

（
計
画
比
47
・
８
％
）、検
定
頭
数
は
、５
，

７
１
９
頭
（
検
定
率
52
・
５
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
牛
群
検
定
事
業
の
差
引
利
益
は

１
０
７
万
円
（
計
画
比
46
・
８
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

７
．改
良
登
録
事
業

　

上
期
の
血
統
登
録
件
数
は
一
般
、
自
動

を
合
わ
せ
て
７
８
９
件
、
移
動
・
Ｄ
Ｎ
Ａ

検
査
・
再
交
付
等
は
１
２
９
件
、
上
期
の

件
数
９
１
８
件
（
計
画
比
44
・
６
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
改
良
登
録
事
業
の
差
引
利

益
は
１
３
９
万
円
（
計
画
比
53
・
９
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

８
．凍
結
精
液
事
業

　

精
液
取
扱
本
数
は
、
１
１
，４
８
０
本

（
計
画
比
54
・
７
％
）、
そ
の
う
ち
乳
牛

選
別
精
液
１
，０
２
９
本
を
取
り
扱
い
ま

し
た
。
凍
結
精
液
事
業
の
差
引
利
益
は

２
７
７
万
円
（
計
画
比
39
・
６
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

９
．診
療
事
業

　

診
療
件
数
は
、
２
，４
１
８
件
（
計
画

比
40
・
３
％
）
で
し
た
。
差
引
利
益
は
直

売
薬
品
の
斡
旋
等
を
含
め
９
６
６
万
円

（
計
画
比
40
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

10
．受
精
卵
移
植
事
業

　

受
精
卵
移
植
事
業
は
、
受
精
卵
移
植
件

数
２
０
６
件
で
、
差
引
利
益
は
受
精
卵
販

売
等
を
含
め
２
２
６
万
円
（
計
画
比
56
・

７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

11
．経
営
支
援
事
業

　

国
の
助
成
事
業
「
中
小
酪
農
経
営
等
生

産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策
事
業
」「
畜
産
・

酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
機
械
導
入
事
業
）」「
畜
産
経
営
体
生
産

性
向
上
対
策
事
業
（
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）」

「
酪
農
労
働
省
力
化
推
進
施
設
等
緊
急
整

備
対
策
事
業
（
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
）」「
畜
産

高
度
化
支
援
リ
ー
ス
事
業
」「
堆
肥
舎
等

長
寿
命
化
推
進
事
業
」「
酪
農
経
営
災
害

緊
急
支
援
対
策
事
業
（
非
常
用
電
源
事

業
）」「
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事

業
、
和
牛
遺
伝
資
源
流
出
防
止
対
策
緊
急

支
援
事
業（
Ｅ
Ｔ
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
）」「
環

境
負
荷
軽
減
型
持
続
的
生
産
支
援
事
業

（
エ
コ
畜
事
業
）」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

12
．経　

理

　

上
期
の
貸
出
金
残
高
は
、
証
書
貸
出
金

他
９
，５
５
４
万
円
で
昨
年
度
同
期
に
比

べ
１
，４
２
９
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
４
２
０
万
円
に
対
し
、

差
引
利
益
１
８
６
万
円
（
計
画
比
44
・

２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

13
．事
業
管
理
費

　

本
年
度
計
画
５
億
１
，１
２
０
万
円
に

対
し
、
２
億
５
，０
６
１
万
円
（
計
画
比

49
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
１
億
９
，５
９
７
万
円
（
計

画
比
48
・
６
％
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

更
な
る
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

14
．そ
の
他

　

酪
農
窮
状
支
援
対
策
と
し
て
１
８
，

７
６
０
万
円
支
出
し
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
」開
催

　

10
月
15
日
、
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
大
会
（
岡
山
県
酪
農
乳

業
協
会
主
催
）
が
、
岡
山
市
南
区
浦
安
本

町
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給
食
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

下
の
高
校
生
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
大
会
が
第
43
回
と
な
り
ま

す
。
応
募
作
品
数
は
５
５
９
点
（
昨
年
度

６
２
９
点
）
で
し
た
。

　

応
募
の
中
か
ら
、
９
月
28
日
の
書
類
審

査
で
選
考
さ
れ
た
10
名
が
出
場
し
、
１
時

間
の
制
限
時
間
内
で
、
牛
乳
・
バ
タ
ー
・

生
ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
い
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
と
て
も
美
味
し
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

審
査
は
、
政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

校
長　

政
木
信
昭
先
生
、
岡
山
県
学
校
給

食
会　

向
井
重
明
先
生
、
岡
山
県
栄
養
士

会　

春
名
美
智
子
先
生
、
岡
山
県
学
校
栄

養
士
会　

舟
木
彩
美
先
生
の
４
名
が
味
や

普
及
性
、独
創
性
を
基
準
に
行
い
ま
し
た
。

　

厳
選
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
、
岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校
２
年　

犬

飼
柑
菜
さ
ん
の
『
や
さ
し
い
味
の
ミ
ル
ク

鶏
チ
リ
ソ
ー
ス
』、
優
秀
賞
は
、
岡
山
県

立
総
社
高
等
学
校
２
年　

福
田
眞
子
さ
ん

の
『
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
風
濃
厚
雲
ド
リ
ア
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
11
月
19

日
の
中
国
大
会
へ
出
場
さ
れ
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

岡
山
県
大
会
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

・
岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校
２
年

犬
飼　

柑
菜

　
　

や
さ
し
い
味
のミ

ル
ク
鶏
チ
リ
ソ
ー
ス

優
秀
賞

・
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
２
年

福
田　

眞
子

　
　

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
風
濃
厚
雲
ド
リ
ア

優
良
賞

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
３
年

筈
尾　

向
陽

　
　

米
粉
の
ベ
シ
ャ
メ
ル
と

　
　
　
　

地
場
野
菜
の
ラ
ザ
ニ
ア
風

ミ
ル
キ
ー
グ
ラ
タ
ン

・
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
２
年

岩
崎　

希
帆

　
　

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
と

鶏
だ
し
ス
ー
プ
の
フ
ォ
ー

・
倉
敷
翠
松
高
等
学
校
１
年

水
野　

遥
音

　
　

ミ
ル
ク
あ
ん
か
け
チ
ャ
ー
ハ
ン

・
岡
山
県
立
邑
久
高
等
学
校
１
年

小
野
田
愛
望

　
　

高
野
豆
腐
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
１
年

島
村　

果
凛

　
　

な
す
の
ス
テ
ー
キ
の

ミ
ル
ク
野
菜
あ
ん
か
け

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
１
年

株
本　

星
奈

　
　

超
健
康
的
な
ア
ボ
カ
ド
ス
ー
プ
と

や
さ
い
の
花
束

・
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校
２
年

藤
井　

光
淳

　
　

と
ろ
～
り　

も
っ
ち
り

ホ
ワ
イ
ト
揚
げ
豆
腐

・
岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校
１
年

河
井　

乙
葵

　
　

ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
のグ

ラ
タ
ン
シ
チ
ュ
ー

受賞者の皆さんと審査員の先生方

岡山県立総社高等学校２年　福田　眞子 岡山県立高梁高等学校２年　犬飼　柑菜
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令
和
４
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
開
催

　
「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

と
題
し
て
、酪
農
・
乳
業
に
関
心
を
持
ち
、

牛
乳
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
夏

休
み
を
利
用
し
て
絵
画
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

こ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
主
催
で
、
今
年
で
16
回
目
と

な
り
ま
す
。
県
下
の
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
、
応
募
総
数
５
，６
７
０
点
も
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
10
月
12
日
、
岡
山
市
内
で

行
い
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
先
生
方
に

主
審
査
を
お
願
い
し
、
計
15
名
の
審
査
員

で
、
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
２
点
・
優

秀
賞
（
県
教
育
長
賞
）
９
点
・
優
良
賞
（
協

会
長
賞
）
34
点
・
入
選
１
８
０
点
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
ど

れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
・
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
作
品
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
、「
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
」「
牛
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ

た
作
品
」「
作
品
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
で

て
い
る
」「
模
倣
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
変

わ
っ
て
い
る
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
及
び
優
良

賞
の
作
品
は
１
月
の
給
食
週
間
の
ポ
ス

タ
ー
に
な
り
、各
学
校
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
乳
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
入
選
以
上
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま

す
。（
令
和
５
年
１
月
頃
）

　

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち

の
「
牛
が
好
き
・
牛
乳
が
大
好
き
！
」
と

い
う
思
い
の
絵
を
観
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」受賞

者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞（
岡
山
県
知
事
賞
）

小
学
生
の
部

　

朝
日
学
園
朝
日
塾
小
学
校
２
年

脇　

隆
一
郎

中
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
福
南
中
学
校
３
年中

山　

花
穂

優
秀
賞（
岡
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

小
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
南
輝
小
学
校
１
年妹

尾　

匠
悟

　

倉
敷
市
立
長
尾
小
学
校
２
年小

野
凌
太
朗

　

総
社
市
立
山
手
小
学
校
３
年鈴

鹿　

敦
士

　

倉
敷
市
立
東
陽
中
学
校
２
年中

嶋　

夕
月

　

岡
山
市
立
桑
田
中
学
校
３
年都

津
川
真
由

　

笠
岡
市
立
城
見
小
学
校
４
年

渡
邉　

心
彩

　

倉
敷
市
立
緑
丘
小
学
校
５
年

稲
本　

樺
乃

　

岡
山
市
立
岡
山
中
央
小
学
校

６
年

守
屋　

昌
紀

中
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
福
田
中
学
校
１
年

大
西　

瑚
々

最優秀賞
中山花穂さんの作品

最優秀賞
脇隆一郎さんの作品

審査風景
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代
用
初
乳
に
つ
い
て全国酪

農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

大
田　

篤
志

○
は
じ
め
に

　

11
月
は
旧
暦
で
「
霜
月
（
し
も
つ
き
）」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
聞
い
た
だ
け
で
凍
え
そ

う
な
名
前
で
す
が
、
そ
の
名
の
通
り
、「
霜

が
降
り
る
月
」
が
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
代
用
初
乳
」
に
つ
い

て
お
話
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
ご
承
知
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
初

乳
と
代
用
初
乳
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
簡
単
に
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

○
初
乳
と
は

　

初
乳
と
は
分
娩
後
最
初
に
搾
ら
れ
る
乳

の
こ
と
を
言
い
、
子
の
成
長
に
不
可
欠
な

成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。常
乳（
通

常
の
乳
）
と
比
較
し
て
脂
肪
と
タ
ン
パ
ク

質
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
免
疫
物
質
で
あ

る
「
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
」
が
多
量
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
て
の
子
牛
は
病
原
体
に
抵
抗

す
る
力
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト

な
ど
の
動
物
と
異
な
り
、
胎
盤
を
通
し
て

母
体
か
ら
免
疫
物
質
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
子
牛

は
母
牛
の
初
乳
を
摂
取
す
る
こ
と
で
免
疫

を
獲
得
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
乳
に
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
以

外
の
有
効
成
分
も
入
っ
て
い
ま
す
。
成
長

促
進
因
子
で
あ
る
Ｉ
Ｇ
Ｆ
１
や
イ
ン
ス
リ

ン
の
ほ
か
、
子
牛
が
生
ま
れ
た
農
場
に
存

在
す
る
病
原
菌
に
有
効
な
抗
体
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
初

乳
に
は
栄
養
素
の
補
給
だ
け
で
な
く
、
免

疫
や
成
長
を
支
え
る
成
分
を
獲
得
す
る
と

い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
の
で
す
。

○
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
獲
得
免
疫
の
指
標

　

子
牛
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
吸
収
率
は

出
生
後
か
ら
徐
々
に
低
下
し
、
生
後
６
時

間
以
降
は
そ
の
傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
。

生
後
24
時
間
以
降
で
は
ほ
ぼ
吸
収
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
初
乳
は
生
後
６
時
間

以
内
に
飲
ま
せ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま

す
。
吸
収
さ
れ
る
べ
き
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

Ｇ
（
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
主
成
分
）
の
指

標
と
し
て
、
生
後
24
時
間
後
の
血
清
中
濃

度
が
10
㎎
／
㎗
以
上
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
濃
度
を
下
回
る
と
受

動
免
疫
移
行
不
全
（
Ｆ
Ｔ
Ｐ
）
と
さ
れ
、

疾
病
罹
患
率
の
上
昇
や
増
体
の
抑
制
だ
け

で
な
く
、
初
産
後
の
生
産
性
に
も
影
響
が

で
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

○
初
乳
の
品
質
の
推
定

　

Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
計
（
糖
度
計
）
を
用
い
て
初

乳
の
品
質
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
値
と
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
濃

度
に
は
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
、

Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
値
20
％
以
上
で
良
質
な
初
乳
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
初
乳
を
使
用
す
る
際
の
留
意
点

　

初
乳
は
子
牛
の
将
来
を
支
え
る
重
要
な

い
場
合
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
代
用
初
乳
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
の

量
は
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
搾

乳
な
ど
の
時
間
が
必
要
な
い
の
で
、
迅
速

に
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
会
で

は
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
（
以
下

Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
と
い
う
代
用
初
乳
製
品
を
扱
っ

て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｐ
に
は
、
溶
け
や
す

キ
ー
で
も
あ
り
ま
す

が
、
使
用
す
る
際
に
は

留
意
す
べ
き
点
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
初
乳
の

品
質
が
安
定
し
な
い
も

の
も
あ
る
点
、
ま
た
母

子
の
垂
直
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
疾
病
（
ヨ
ー

ネ
や
牛
白
血
病
な
ど
）

を
考
慮
し
な
く
て
は
い

け
な
い
点
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
使
用
を
控
え
て

代
用
初
乳
の
使
用
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

○
代
用
初
乳

　

初
乳
の
給
与
に
際
し

て
、
品
質
を
推
定
し
た

上
で
使
用
す
る
点
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
々

の
作
業
の
中
で
そ
の
作

業
を
行
う
こ
と
は
難
し
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
12
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

12
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の
評

価
を
牛
群
検
定
成
績
か

ら
行
う
た
め
、
検
定
参

加
農
家
の
方
を
譲
渡
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

牛
の
体
調
・
精
液
の
確

保
状
況
等
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　

来
年
１
月
は
お
休
み

し
、
次
回
の
採
卵
は
２

月
９
日
㈭
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
ご
要
望
の
際
は
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ＯＡＣ　ジユリエツト　ブルーマスター　ジータ

12／８

（ジユリエツト）
1378071128

・乳脂率を改善したい人におススメ
・低体細胞数スコア、短い空胎日数
・中型で乳器良く、大人しく、搾り易い！

♂：ピーク　アルタ　ゴープロ　ＥＴ
（米TPI第12位）

・大柄だが、高い飼料効率
・安定のヒーリクス産子
・Totalで欠点の少ない種雄牛

♀：ＯＡＣ　アンジエリーナ　ヨダー　アシス　アンジエラ　ＥＴ
（アリー）

1546371371

・乳脂率を改善したい人におススメ
・病気知らず、手間かからない、飼いやすい！
・繁殖数値は悪いが…（実は結構付きます！）

♂：ウエストコースト　アルコーブ　ＥＴ
（加LPI第１位）

・LPIトップ（2022−08期）
・高乳量、高乳脂量！
・安産型

※GEBV：EBV＋ゲノミックの評価値です。

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2044

1443

437

2%

4%

5%

3% 164

50091
30%

1%
102423

0
20
40
60
80

100

年齢 05-01　体高 155.3㎝　体長 177.5㎝

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

1743

1643

158

4%

2%

41%

83% -58

19174
54%

28%
19174

0
20
40
60
80

100

年齢 04-06　体高 155.0㎝　体長 183.4㎝

さ
・
機
能
性
に
優
れ
た
全
卵
粉
末
配
合
・

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
添
加
、
お
腹
の
調

子
を
整
え
る
乳
酸
菌
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
配

合
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○
Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
利
用
方
法

　

子
牛
に
必
要
な
初
乳
の
給
与
量
は
生
時

体
重
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
雌
（
約
45
㎏
）
で
あ
れ
ば
、
Ｇ

Ｓ
Ｐ
３
袋
給
与
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。

Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
て

い
る
給
与
例
を
紹
介
す
る
と
、
１
回
目
は

出
生
後
す
ぐ
２
袋
を
２
ℓ
の
45
～
50
℃
の

お
湯
で
溶
か
し
、
40
℃
前
後
ま
で
冷
ま
し

て
か
ら
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。
２
回
目
は

出
生
６
～
８
時
間
後
１
袋
を
１
回
目
と
同

様
の
方
法
で
給
与
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ま
と
め

　

子
牛
の
発
育
が
遅
れ
る
と
、
大
き
な
経

済
損
失
（
事
故
・
疾
病
・
将
来
の
生
産
性

の
低
下
）
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
初
乳
品
質
の
確
認
や
代
用
初
乳
の
利

用
で
、
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
厳
し

い
情
勢
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

何
か
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
全
酪
連
ス
タ
ッ
フ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
資
料

　

初
乳
は
と
っ
て
も
大
切
／
家
畜
技
術
情

報
／
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
（
北
海
道
農
業

共
済
組
合
）
／
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
（
北

海
道
農
業
共
済
組
合
）（nosai-do.or.jp

）
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血乳の混入に注意‼

令和４年度期中における新たな拠出金について

　令和２年度～４年度８月の約２年半の間、血乳による廃棄事故は14件発生！
血乳の原因と改善方法
１．外傷性（ケガ）の原因
　打撲・転倒、乳頭の損傷等による外的要因が加わり出血するもの
　・改善方法

牛床やパドック内での滑転防止や打撲に繋がるような障害物の撤去・補改修、または有刺鉄線等に
よる損傷防止策をとる

２．内因性（生理的）な原因
　分娩直後の泌乳開始時期の急激な乳房腫脹により乳房内の血管が拡張・破綻し血液が漏出するもの
　乳房炎や周産期病（ケトーシス、低Ca症、産褥熱etc…）を併発している場合が多く要因として酸化

ストレスが関与している場合が多い

血乳を出荷しないために…
①搾乳時に乳房・乳頭の状態や前搾りの乳を確認
　⇨異常があればバケットミルカーで別搾乳をする
②搾乳終了後、ミルカー洗浄前に必ずミルクフィルターの血痕の有無を確認
　⇨血痕があればバルク乳のサンプルを採取し視覚検査あるいは依頼検査に出す
③泌乳初期の牛の搾乳には特に注意して対応（ミルクフィルターに問題がなくても要注意‼）
血乳の発生予防
　酸化ストレスを緩和する抗酸化剤として“ビタミンＥ”があります。乾乳後期にビタミンＥを充分に
給与することで酸化ストレスが緩和され、結果的に血乳の軽減につながります。また、ビタミンＥには
免疫機能を強化する作用もあり、乳房浮腫、乳房炎、後産停滞の抑制効果も知られています

（参考・引用文献：「かほだより（平成29年８月発行）」長野県松本家畜保健衛生所　中信家畜畜産物衛生指導協会）

　すでに、文書でご案内のとおり、酪農情勢は11月より10円の値上げが決定されたものの、牛乳乳製品
の小売価格値上げは、さらなる需要の減退の恐れがあり、生産者団体側で取り組む需給改善対策が急務
となっております。中央酪農会議理事会において早期抑制対策の追加実施が決定され、管内においても
出荷抑制対策（低能力牛淘汰奨励）を実施し、その財源としての拠出をお願いすることとなりました。
　厳しい状況下ではありますが、足元の生乳需給環境を改善するための必要な措置としてご理解ご協力
をお願い申し上げます。
追加実施される出荷抑制対策（低能力牛淘汰奨励）における中央拠出金
・拠出金名称
　「酪農経営改善・需給均衡対策事業賦課金（追加対策分）」
・事業内容
　本年11月からの飲用等向け乳価の値上げ実施に関して、需要が減少することを想定し、年末年始期や

春休みに向けて処理不可能乳の発生を回避するため生産者サイドで追加的な一時生産抑制に取り組む
こととなった。奨励金財源確保のため11月分乳代より新たな生産者拠出金を求め、追加実施する低能
力牛の早期淘汰に協力した生産者に１頭当たり50,000円以内の奨励金を支払う。都府県全体で7,100頭
の追加実施を目標。

・拠出金単価
　飲用等向け生乳１㎏当たり0.35円／㎏（全生乳換算で約0.33円／㎏）（消費税の扱いは内税）
※販売乳量並びに用途別処理量により請求されるため乳代精算書上では単価が一致せず、月々変動する

ことに留意
・拠出期間
　令和４年11月分から令和５年３月分までの５ヶ月間の控除

酸化ストレス
　分娩前後の牛では“活性酸素”という物質が多量に生成される　活性酸素は体内に入る細菌を酸化
させて撃退する「免疫機能」の一部として作用するが、細胞組織を破壊する性質があり、増えすぎる
と乳房内の毛細血管なども損傷してしまう

乾乳後期牛（分娩前21日間）：ビタミンＥとして3,000～4,000IU／日給与（血中ビタミンＥ濃度は300
～600μg／㎗の範囲が目安）
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「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岡
山
」へ県

産
牛
乳
を
贈
呈

　

10
月
19
日
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
岡
山
」
へ
県
産
１
０
０
％
牛
乳

５
，０
０
０
本
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
粉
２
，

５
０
０
個
、
育
児
用
液
体
ミ
ル
ク
２
，

５
０
０
個
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
事

業
費
は
９
０
０
万
円
。

　

県
産
牛
乳
・
乳
製
品
を
活
用
し
た
社
会

福
祉
等
貢
献
事
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み

で
、
岡
山
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
岡
山
県

酪
農
乳
業
協
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

支
援
の
一
助
と
し
て
県
内
の
老
人
ホ
ー
ム

や
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
、

子
ど
も
食
堂
や
擁
護
学
校
等
県
内
の
数

十
ヶ
所
へ
牛
乳
や
ス
キ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

育
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
要
望
に
よ
り
順
次

無
料
配
布
を
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岡
山
の
糸

山
智
栄
理
事
長
に
、
乳
業
協
会
の
長
恒
会

長
よ
り
牛
乳
の
詰
合
せ
セ
ッ
ト
を
、
岡
山

県
農
林
水
産
部
の
万
代
部
長
よ
り
目
録
を

贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
恒
会
長
よ
り
「
牛
乳
は
Ca
を
た
く
さ

ん
摂
取
で
き
る
食
品
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
心
身
共
に
健
康
に
育
つ
た

め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

日
頃
か
ら
牛
乳
を
積
極
的
に
飲
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

糸
山
理
事
長
よ
り
「
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
は
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
提
供
さ
れ
る
の
で
す
が
、
な
か

な
か
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の
は
少

な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
特
に
牛
乳
が
大
好

き
な
の
で
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
謝

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
援
に
よ
り
、
施
設
の
皆
様
が

健
康
に
留
意
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
心
よ
り
願
い
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
事
務
局
長
）

フードバンク岡山の方々と長恒会長・万代部長

大人気の牛串‼

金
時
祭
り
代
替
イ
ベ
ン
ト畜
産
フ
ェ
ア
開
催

　

名
前
が
若
干
違
い
ま
す
が
、
皆
様
お
馴

染
み
の
勝
央
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
が
３
年

ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

金
時
祭
は
、
昭
和
57
年
、
町
内
で
の
金

太
郎
像
の
除
幕
を
祝
っ
て
、
町
活
性
化
事

業
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
お
祭
り
で

す
。
今
年
は
例
年
と
違
い
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
芝
生
に

並
ぶ
た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
や
食
べ
た
り
寝

転
ん
だ
り
し
て
い
る
お
客
さ
ん
の
姿
を
み

る
の
は
、
と
て
も
新
鮮
な
光
景
で
し
た
。

　

勝
央
町
酪
農
組
合
は
牛
串
の
販
売
、
女

性
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
牛
乳
お
よ
び
レ

シ
ピ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。「
久
し
ぶ

り
だ
か
ら
人
が
く
る
か
な
ぁ
…
」
と
皆
さ

ん
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
な
ん
の
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
、
お
祭
り
開
始
か
ら
行
列

が
で
き
て
大
忙
し
で
し
た
。
い
つ
も
な
ら

１
，５
０
０
本
用
意
し
て
い
る
牛
串
も
、

今
年
は
８
０
０
本
だ
っ
た
た
め
、
大
盛
況

の
う
ち
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
の
牛
串
が
毎
回
売
り
上
げ
一
位
で

す
け
ん
」
と
い
う
役
場
の
職
員
さ
ん
も
認

め
る
人
気
は
流
石
で
し
た
。
女
性
部
も
同

じ
く
行
列
が
絶
え
ず
、
牛
乳
消
費
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
非
常
に
多
く
の
お
客

さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

「
牛
乳
く
だ
さ
～
い
」
と
い
う
小
さ
な
お

客
さ
ん
も
、
一
所
懸
命
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
少
し
肌

寒
い
く
ら
い
で
、
牛
串
も
牛
乳
も
な
く

な
っ
た
12
時
以
降
は
、
残
っ
た
炭
が
会
場

の
皆
さ
ん
を
暖
め
る
の
に
活
躍
し
て
い
ま

し
た
（
か
き
氷
を
販
売
さ
れ
て
い
た
ブ
ー

ス
は
こ
の
寒
さ
に
涙
し
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
…
）。

　

予
想
を
裏
切
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た

が
、
多
く
の
酪
農
家
さ
ん
、
関
係
者
の
皆

様
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
な
ど
に
お
手
伝
い
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
津
山
支
所
）
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奈
義
町
農
林
業
祭
開
催
さ
れ
る

　

会
場
に
あ
ふ
れ
る
人
の
多
さ
か
ら
、
い

か
に
皆
さ
ん
が
こ
の
お
祭
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
か
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
奈
義
町
中
央
広
場
に
て
３

年
ぶ
り
と
な
っ
た
奈
義
町
農
林
業
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
奈
義

町
で
生
産
さ
れ
た
安
心
・
安
全
な
農
林
産

物
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
お
祭
り
で
す
。

木
材
や
木
の
実
で
つ
く
る
可
愛
い
ク
ラ
フ

ト
ワ
ー
ク
や
「
黒
豚
」「
奈
義
ビ
ー
フ
」

の
焼
き
串
販
売
な
ど
、
奈
義
町
の
特
産

品
・
畜
産
物
等
の
販
売
な
ど
を
行
う
テ
ン

ト
村
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

B'z
の
稲
葉
さ
ん
ネ
タ
で
お
な
じ
み
の
お
笑

い
芸
人
「
ザ
・
ピ
ー
チ
」
の
お
二
人
を
招

き
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

　

奈
義
町
酪
農
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
手
作

り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
牛
乳
と
コ
ー
ヒ
ー

牛
乳
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
よ
り

短
い
開
催
時
間
だ
っ
た
た
め
、
い
つ
も
よ

り
少
な
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
。
お
祭
り
ス
タ
ー
ト
か
ら
列
が
で

き
て
、
１
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。10
時
前
か
ら「
も

う
売
っ
て
く
れ
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
る

お
客
さ
ん
も
お
ら
れ
、
そ
の
人
気
の
程
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
牛
乳
・
コ
ー
ヒ
ー
牛

乳
も
な
ん
と
か
足
り
て
、
12
時
前
で
完
売

し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
お
客
さ
ん
に
配
っ

た
牛
乳
レ
シ
ピ
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
手

に
取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
飲
ん
で
ヨ

シ
、
お
菓
子
に
ヨ
シ
…
皆
さ
ん
の
活
動
を

き
っ
か
け
に
牛
乳
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

開
始
か
ら
終
了
ま
で
常
に
賑
わ
っ
て
い
た

お
祭
り
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
っ

て
、
い
い
も
ん
で
す
ね
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
奈
義
町
酪
農

女
性
部
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
日
の
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
製
作
、
当
日
の
販
売
等
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
津
山
支
所
）

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

私
の
自
宅
の
横
に
は
、
小
さ
な
家
庭

菜
園
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
季
節
に
な
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
行
き
、
今
年
は
何
を
植
え
よ
う

か
と
悩
み
ま
す
。最
近
は
、春
に
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
を
半
分
植
え
て
、
そ
の
残
り

に
タ
マ
ネ
ギ
を
育
て
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、

タ
マ
ネ
ギ
を
種
か
ら
育

て
て
い
る
の
で
す
が
、

１
年
目
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
な
ど
で
調
べ
て
の

挑
戦
で
し
た
。
途
中
病

気
に
か
か
っ
た
り
も
し

ま
し
た
が
、
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
ラ
ッ
ク
で
収
穫
ま
で

に
至
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
今
年

９
月
に
ま
い
た
種
は
発

芽
し
た
も
の
の
、
秋
の

寒
さ
か
…
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
の
か
…
大

き
く
な
り
ま
せ
ん
。
肥

料
を
あ
げ
た
り
、
土
に

埋
め
て
少
し
で
も
暖
か

く
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ

と
試
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
と
は
い
え
生
き
物
で
あ
る
た

め
、
そ
の
年
々
に
よ
り
違
う
で
き
に
な

り
ま
す
。
な
か
な
か
手
ご
わ
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
５
人
家
族
の
支
え
の

一
部
に
な
る
べ
く
、
い
ろ
い
ろ
試
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
お
か
ら
く
流
通

課
担
当
者
と
し
て
の
仕
事
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
ご
指
導
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

自
分
の
趣
味
？

事
業
本
部
流
通
課　

奥
野　

信
介

流麗な「龍神獅子」
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
９
月
29
日
、
第
２
６
３
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
８
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
育
児
休
業
等
規
程
、
介
護
休
業
等
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

改
正
育
児･

介
護
休
業
法
に
伴
い
、
育

児
休
業
の
分
割
取
得
、
１
歳
以
降
の
育
児

休
業
再
取
得
、
出
生
時
育
児
休
業
新
設
に

伴
う
内
容
な
ど
の
規
定
及
び
そ
の
他
関
連

様
式
を
整
理
し
、
就
業
規
則
等
に
つ
い
て

一
部
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
集
乳
車
流
量
計
の
修
理
に
つ
い
て

　

集
乳
車
流
量
計
の
修
理
に
つ
い
て
内
容

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
瀬
戸
内
市　

豊
田
仁
美
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、
津
山
市　

藤
木
勝
美
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金

一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
協
議
し
、修
理
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
き

び
じ
酪
農
運
輸
㈱
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

鏡
野
Ｃ
Ｓ
血
乳
検
査
手
順
の
変
更
に
つ
い

て
、
未
収
金
利
息
の
免
除
に
つ
い
て
、
岡

山
県
畜
産
共
進
会
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア

実
施
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

備
前
地
区
青
年
部
・
女
性
部

西
大
寺
駅
前
に
て
消
費
拡
大
活
動

　

10
月
25
日
の
16
時
か
ら
青
年
部
・
女
性

部
６
名
と
職
員
３
名
で
西
大
寺
駅
前
で
消

費
拡
大
の
た
め
の
牛
乳
の
無
料
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
牛
の
着
ぐ
る
み
を
着
る
な
ど
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
の
チ
ラ
シ

と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

学
校
帰
り
の
高
校
生
が
多
く
、
ほ
と
ん

ど
の
人
に
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

話
上
手
な
部
員
の
方
が
、
高
校
生
に
直

接
い
ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
学
校
給
食
が
終
わ
っ
て
も
普
段
か
ら

牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
と
答
え
る
学
生
が
多

く
み
ら
れ
、
抹
茶
の
粉
と
混
ぜ
て
飲
む
な

ど
、
牛
乳
が
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
飲

み
物
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
11
月
か
ら
牛
乳
が
値
上
が

り
し
ま
す
が
、
今
後
も
消
費
者
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
消
費
拡
大
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
部
員
の
方
に
は
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
西
大
寺
事
務
所
）

西大寺駅前で牛乳配布
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

９

９
４～９

４～９
９

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５６９,４３８
３,６３０,４８９

７,３２０
４７,８５９
３３０,８４３

,

３１１,７５９
１,８３６,９９３

７,１３１
４５,６１９
８６,１５２

１１６,６６５
９１３,５４５

１１２
１，７１８
１０８,２３２

１４１,０１４
８７９,９４５

７７
５２２

１３６,３５０

98.2 
100.0 
96.0 
98.1 
98.0 

98.4 
98.1 
96.2 
97.6 
96.7 

94.6 
102.0 
95.7 
119.9 
96.2 

100.4 
101.8 
83.7 
88.9 
100.0 

5,222

5,0017,331
7,628

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
飼
料
高
と
副
産
物
価
格
の
低
迷
が
続
く
中
、
生
乳
生
産
の
先
行

き
も
不
透
明
で
導
入
意
欲
は
低
調
な
状
況
が
続
き
、平
均
価
格
は
税
込
45
万
５
千
円
（
前

月
比
１
万
４
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
下
牧
を
迎
え
て
出
回
り
頭
数
は
前
月
と
並
ん
で
年
間
で
最
も
多

く
な
る
時
期
で
あ
る
も
の
の
、
生
産
情
勢
は
上
向
く
要
素
が
見
込
め
ず
、
引
き
続
き
更

新
需
要
中
心
の
引
き
合
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

１１月の主な行事

３日　おかやまミルクフェア2022

８日　定例監事監査（～９日）

　　　フレッシュミズ研修会

15日　牛群審査・体型調査（～21日）

18日　備南地区女性部（ルピナス会）

21日　美作地区女性部交流会

22日　管理職会議

24日　酪友フォーラム（～25日）

28日　理事会
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